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2026年６月 30日 

各 位 

株式会社ＣＡＩＣＡ ＤＩＧＩＴＡＬ 
代表取締役社長        鈴木 伸 
（コード番号：2315 東証スタンダード）  
問合せ先：              
代表取締役副社長       山口 健治 
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ステーブルコイン基盤 PoC フェーズ２ 完了 
〜 スマホアプリで「自動決済」が動いた。IoTデバイスが、人の手なしにお金を払う時代へ。 

リカバリ機能などセキュリティ強化を実施する最終フェーズ始動 〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社は、「ステーブルコイン基盤」の PoC（概念実証）フェーズ２（５〜６月）が完了したことをお知

らせします。今回は「スマホアプリで自動決済を有効にするだけで、IoT デバイスが取得したデータを

もとにバックグラウンドで自動的にステーブルコイン決済が実行される」機能の実証に成功しました。

この機能により、人が操作しなくても機械同士がリアルタイムにお金をやりとりする「M2M 経済圏」の

実現が可能となります。 

 

（ご参考） 2026年４月 21 日付 ステーブルコイン基盤 PoC（概念実証）フェーズ１完了 ～Web2的な UI

でステーブルコイン”M2MJPY”決済を実現 Web3 型 M2M 基盤と”M2MJPY”を融合するフェーズ２始動～

https://www.caica.jp/wp-content/uploads/2026/04/20260421_1_pr.pdf 
 

📌📌  そもそも、この PoC って何をやっているの？ 

 

 

今回のテーマは、ひとことで言うと： 

 

「車や工場のセンサーなど、あらゆるモノが自分のお財布を持ち、自動でお金を払

い合う世界」の実現 

 

 

 

 

 

 

× 

https://www.caica.jp/wp-content/uploads/2026/04/20260421_1_pr.pdf
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たとえば、こんな未来です： 

 
図 1：車両ウォレット ⇄ 充電器ウォレット間の M2MJPY自動決済（zkSync L2） 

 
図 2：走行データ → IoT端末 → 5G RedCap/MQTT → M2Mサーバーで NFT化・保険会社へ売却・M2MJPY入金フロー 

 
５G RedCap 紹介ページ   https://www.ncxx.co.jp/redcap/  

「UNX-35GL」製品ページ  https://www.ncxx.co.jp/product/unx-35g/feature/ 

 

https://www.ncxx.co.jp/redcap/
https://www.ncxx.co.jp/product/unx-35g/feature/
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他にも様々なユースケースが考えられます。 

🚗🚗 
駐車 × 自動精算 

車両データをトリガーに

駐車場ウォレットへ自動

決済。ETC やドライブス

ルーも同様に自動精算。 

 
📦📦 

物流 × 自動発注 
荷重センサーが在庫減少

を検知 → 仕入先へ自動

発注・自動送金。ヒト手

配不要。 

 
🛡🛡 

保険 × データ連動 
安全運転データを VC で

証明 → スマートコント

ラクトが保険料を自動割

引・自動精算。 

 
🏪🏪 

無人店舗 × 棚決済 
陳列棚が DID とウォレッ

トを持ち、お客様スマホ

と自動決済。POS 端末不

要。 

 
これらはすべて、今回 PoCで確認した技術を組み合わせることで実現できます。 

 

📊📊  フェーズ 1 からフェーズ 2 へ — 何が変わった？ 

フェーズ 実施内容 主な成果 状況 

フェーズ１ 
（3〜4 月） 

zkSync Era の選定・SCA 開発・独

自ステーブルコイン M2MJPY 発

行・テストネット決済 

L2 上での決済動作確認。Web2 ライ

クな UI で送金成功 
✅ 完了 

フェーズ２ 
（5〜6 月） 

ネイティブ AA 実装・Paymaster・
セッションキー・NFT データ購入・

VC 発行・M2M 自動決済 

モバイルアプリから L2 決済成功。

NFT→VC 発行まで一貫フロー実

現。自動決済トリガー実装 

✅ 完了 

フェーズ３ 
（7〜8 月） 

リカバリ機能・同時決済テスト・セ

キュリティ監査・発行体管理 UI 
本格商用化に向けた総合実証 🔜🔜 予定 

フェーズ１では、「スマートフォンのアプリからボタンを押してステーブルコインを送金できる」こと

を実証しました。フェーズ２では、「ボタンを押さなくても、IoT デバイスのデータをきっかけに自動

で決済が動く」ことを実証。大きな飛躍です。 

 

 
 

🏆🏆  フェーズ２の主な成果 

① M2M 自動決済 — スマホを触らなくていい！ 
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🤖🤖  M2M自動決済とは？ 

ユーザーが「自動決済を有効にする」とアプリで設定するだけ。あとはスマートフォンをポケット

に入れておくだけで、バックグラウンドで以下が自動的に動きます。 

① IoTデバイス（車両・センサー等）が走行データ・位置情報などを収集 

② M2M基盤がリアルタイムでデータを受け取り、決済条件を確認 

③ スマートコントラクトが自動で実行 → 相手のウォレットへ M2MJPY が自動送金 

「人の操作なし」「24 時間対応」「利用額の上限設定で安心」 

 
【実証のポイント】 

● アプリで「M2M自動決済：有効」を ONにするだけ 

● 以降はバックグラウンドで定期的に M2M基盤のデータを取得 

● 条件を満たすと自動で UserOperation が生成され、zkSync上で決済が実行 

● 月 1,000 円などの上限を設定することで、万が一の過剰請求を防止 

● セッションキーの有効期限が切れると自動決済は停止 → 安全設計 

 

② ネイティブ AA（アカウント抽象化）の実装 

 
フェーズ１では「疑似的な」アカウント抽象化でしたが、フェーズ２では zkSync の「ネイティブ AA」

を実装しました。 

 

フェーズ１（疑似 AA） 

・ETHでガス代を支払う必要があった 

・EntryPointに ETHを事前デポジットが必要 

・ERC-4337ベースの疑似的な実装 

➡ 
フェーズ２（ネイティブ AA）✅ 

・M2MJPYでガス代も支払える（Paymaster） 

・ユーザーは ETHをまったく意識しなくてよい 

・zkSync ネイティブ AA で真のアカウント抽象化を実

現 

 

③ データ NFT 購入 → VC 発行 — データに「価値の証明書」をつける 

 
IoTデバイス（車両等）が収集したリアルデータを購入すると、その購入データを NFT（デジタル所有証

明）として取得できます。さらにその NFT をもとに「VC（検証可能証明書）」を発行。VC とは、データ

が本物であることを暗号学的に証明する「お墨付き」のようなものです。 

 
📡📡  データ収集 

車両・センサーが GPS・
速度・ガス量 などを送信 

▶ 💰💰  M2MJPY 購入 
データ市場タブから 

M2MJPY で購入 （自動決

済対応） 

▶ 🖼🖼  NFT 取得 
購入データが NFT として 

自分のウォレットへ 
▶ 📜📜  VC 発行 

NFT をもとに 「データ証

明書」を 発行・管理 
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🔄🔄  M2M 自動決済の流れ 

 

📡📡 
IoT デバイス 
5G/MQTT 通信 

▶ 
🔐🔐 

DID 認証 
VC 検証 

▶ 
💠💠 

スマート コントラク

ト 
自動決済実行 

▶ 
✅ 

決済完了 
M2MJPY 送金 

 
このフローがバックグラウンドで自動的に繰り返されます。ユーザーは最初に「自動決済を有効にする」

だけで、あとは何もしなくて OK です。 
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⚙  技術のポイント 

ブロックチェーン zkSync Era（Ethereum L2）— 1 取引あたり数円〜数十円の低コスト決済 

アカウント抽象化 zkSync ネイティブ AA — 秘密鍵なしで安全・簡単にウォレット操作 

ガス代の仕組み Paymaster — ユーザーは ETH 不要。M2MJPY でガス代も賄える設計 

自動決済の制御 セッションキー — 上限 1,000 円/月・有効期限付きで安全に自動決済を委任 

DID 認証 分散型 ID（did:ethr）— デバイス・ユーザーに付与。なりすまし・改ざん防

止 

NFT×VC 連携 IoT データを NFT 購入 → VC 発行。データの真正性を暗号学的に証明 
 

🔭🔭  今後の展望 

当社は今後、以下の取り組みを進めてまいります。 

フェーズ３（7〜8 月予定） リカバリ機能・同時決済テスト・セキュリティ監査・発行体管理 UI 整備 

企業連携 PoC 本基盤の活用に関心をお持ちの企業さまとの共同 PoC 実施を検討中。ペイメン

ト・自動運転・MaaS・物流・スマートシティなど幅広い領域での実装を目指し

ます 

AI 判断との統合 M2M データ → AI 判断 → ステーブルコイン自動決済という 3 層自律アーキテク

チャの実現。データ価値の算定・動的価格設定・プログラマブル決済への発展

を構想 

グローバル展開 日本国内の法規制対応を進めつつ、クロスボーダーM2M 決済・グローバル

Web3 決済ネットワークへの接続も視野に入れた展開を検討してまいります 

【ご留意事項】本基盤は現時点では PoC（概念実証）段階にあり、商用化には至っておりません。商用展開については、法規制への対

応、提携先企業との協業進展、ならびに市場環境等を踏まえたうえで段階的に検討してまいります。現時点で具体的な提供開始時期や

収益寄与時期は未定です。 

以 上 


